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【鵜的フェーズと管理計画の作成】

長岡技術科学大学 工学研究科

生物機能工学専攻

准教授 山本麻希

umiushi@vos.nagaokaut.ac.jp

特定鳥獣保護管理計画
• カワウは鳥類で唯一、保護管理計画策定の対象種

• 2004年特定鳥獣保護管理計画技術マニュアル（カワウ編）

→2013年特定鳥獣保護管理計画ガイドラインと手引き（カワウ編）が改定。

http://www.env.go.jp/nature/choju/plan/plan3-2f/よりダウンロード可能

ガイドライン 鵜的フェーズ 手引き

カワウ保護管理の
全体像を把握。

担当エリアのカワウの
被害状況を把握。

各フェーズに応じた
具体的取組内容に
ついて記された手
引きの該当箇所が
記されている。

総計２００Pに
わたる力作！

資料編も充実！
→カワウの基礎的生態、歴史的背景、取り組み事例、参考文献

あなたはどの鵜的フェーズ？

Small step
一歩一歩、確実に

カワウ対策をステップ
アップする！

新規ねぐら・コロニーを探す
マニュアルP11参照

• 野鳥の会、漁協などカワウに関心がありそうな

人たちに広報をかけて情報を集める。

• カワウの飛来があるという情報のあるエリアが

絞られたらねぐら・コロニーを探す一斉調査実施

• 夕方～日の入りまで：河川を見渡せる橋など
に人を配置。

• カワウがどの方向に飛んでいったか記録。

橋 橋 橋 橋橋

このエリア付近の水辺に面した樹木等を調べる。

池

フェーズ１
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カワウの個体数把握
• カワウは夜必ずコロニーかねぐらで夜を過ごす。

• ねぐら・コロニーの個体数をカウント

→カワウの全個体数が把握可能。

カワウは１年間の間に季節移動をする。

→春・秋の大移動＋近距離のねぐら間移動

１年に最低３回カウントするのが望ましい。

→（広域協議会では、３，７，１２月のカウント）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

春の移動期繁殖開始 繁殖後期秋の移動期 越冬期

繁殖に参加する親鳥親＋雛 越冬個体

繁殖時期はいつ頃か？繁殖でどのくらい増えているか？

フェーズ１

カワウの調査方法について
マニュアルを作成しました！
ぜんないHP
↓
カワウ問題
PDFがダウンロード可能

鵜的フェーズ１
～県内のねぐら・コロニー
を把握しよう～

コロニーカウントには、
バードリサーチのマニュアルを！

• 漁協へのアンケート• 漁協へのアンケート1

• 河川の飛来調査• 河川の飛来調査2

• 胃内容物調査• 胃内容物調査3

• 養魚等の被害調査• 養魚等の被害調査4

フェーズ２カワウ被害の把握

これは畑と同じ

難しい河川・湖沼の被害

海で採餌
=無害な個体

川で採餌
=被害を与える個体

ねぐら：集団で利用。
朝 ：採餌に出る。

生息数
≠ 被害を与えるカワウ
漁場の飛来数
= 被害を与えるカワウ

被害を与えるカワウとは？

飛来数調査（マニュアルP8）

 調査の時期→被害のある時期に

例）アユの被害なら放流から解禁まで

落ちアユの被害なら産卵期

 調査の頻度→複数回が望ましい（最低3回くらい）

 調査の時間：日の出前３０から約2時間

 調査方法：カワウが採餌している河川の定点

調査員が立ち、着水しているカワウ数と通過したカワウ数・飛ん
できた方向を記録。

1.きれいな状態であれば、

魚種・体重を記録。

2.断片しか残ってい
ない場合は、耳石
や咽頭骨を採集。

対象：捕獲されたカワウの胃内容物

胃内容物の解析方法
マニュアルP16～17参照
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カワウは何を食べているか？その１
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Takahashi et al. 2006
琵琶湖のカワウの食性→四季による変化

カワウは何を食べているか？その２
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海と川で採餌する餌は全く異なる。

佐藤 麻衣 ら （2009）

胃内容物の分析

 漁協、内水面水産試験場職員、

研究者が実施するケースが多い。

 採餌域での捕獲個体の胃内容物、繁殖地での雛の吐き
戻し等をサンプルとする。

 魚種、魚種の体長、重量等から、胃内容物にしめる各魚
種の重量比を求める。

 季節によってカワウの餌は変化する→被害のある時期の
サンプルを集める。

 胃内容物が集まらない場合→カワウの採餌場所で投網を
打ち、その構成割合で代用も！

マニュアルP16～17参照

フェーズ２

被害量の算定
マニュアルP19参照

カワウの飛来数×飛来日数
×１羽あたり1日の捕食量(約500g)
×捕食される魚種別重量比
×魚種別単価の合計
＝カワウが食べているお魚の市場金額
≒カワウによる漁業被害量の指標
≠真のカワウによる漁業被害額

飛来調査結果より

胃内容物調査より

Ｂｕｔ！ 放流量と定着する魚の量などから、カワウの捕食量が
アユの放流にどの程度の影響があるかざっくり試算できる。
→この河川にはだいたい何羽くらいのカワウが許容できるかの目安。

鵜的フェーズ３
～カワウの数も被害もわかった！
さあ、どうやって管理をしていく？～

 被害のある漁協：とにかく目の前からカワウにいなくなっ
て欲しい。

 被害のない漁協：うちの川に来ないで欲しい。

 野鳥の会：カワウは在来種だし、無闇やたらに撃つべき
ではない。

 水産行政担当：なんとかしたいけど、どうしたものか？

 農業、環境行政担当：うちは哺乳類で手一杯、カワウは
誰かがやってほしい。

個体数管理と被害対策に向けた
合意形成への道

カ
ワ
ウ
の
個
体
数

絶滅の可能性

被害が容認できる範囲

効率的な被害防除で容認できる個体数を
増加させることもできる。

合意形成に基づく
計画的な個体管理

個体数を減少させるのが目標ではなく、
被害を減少させるのが目標



4

被害を与えるカワウを半減

100羽

500羽

100羽

100羽

海よりのねぐら
は、個体数は多
いが被害は与え

ない。

内陸のねぐらは
個体数は少ない
が被害は与え

る。

被害エリアに飛来するカワウの数を減らす

被害を与えるカワウ≠生息数

漁場である河川で漁業者が
飛来するカワウを計測する
河川の飛来調査が必要

200羽

600羽

合意形成のための話し合いの場
を持とう！
 その前に、カワウ講演会を開き、正しい知識を持って、共
通ゴールを明確にしよう！

 季節別にカワウの被害のある河川、ねぐら、コロニーの位
置を地図化する。

 カワウの管理と被害対策をどうするか、地図を見ながらみ
んなで話しあう機会を持つ。

 みんな→行政担当者、漁協組合、野鳥の会、内水面試験
場研究員、猟友会、有識者等

 カワウ問題に関係がある人が広く参加する。

ゴール＝カワウと人間の共存。
カワウは絶滅とか、カワウを１羽も殺すなとか、

極論を言わないで会議に臨む。

目標：カワウ被害の見える化

群馬県特定鳥獣保護管理計画資料より

いつどこでどんな被害が起きているのか？

フェーズ３ 合意形成の場

 個体群管理の方向性を決めることが多い

 被害対策は、各漁協に任されるケースが多い。

→ねぐら・コロニーの近くにある漁協が馬鹿を見る！

個体群管理と被害対策の両方の都道府県計画があるべき。

例）

・個体群管理＝広域協議会や水系単位で協力して実施。

・ねぐら・コロニー付近の漁協への被害対策費を優先的に都合
する。

カワウ対策のステップ

 フェーズ１：府県内のねぐら・コロニーで、年（ ）回、カワ
ウの（ ）をカウントする。

 フェーズ２：河川におけるカワウの（ ）の結果
とカワウの（ ）の結果から、
（ ）を算出する。

 フェーズ３：カワウの問題にかかわるステークホルダーを
集め、（ ）を開催し、カワウの管理法につい
て（ ）を行う。

３
総個体数

飛来数調査

胃内容物調査
カワウによる漁業被害の指標

カワウ協議会

合意形成

合意形成の前に、カワウの生息数、被害についての
科学的データを集めておくことが大切！

Vision
ゴールの可視化！
ゴールの共有！
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特定計画の目標は？

 ほどほどのカワウと共存！

⇒保護に偏りすぎても管理に偏りすぎてもいけない。

 フェーズ１で県内のカワウ分布について記載

 フェーズ２で県内のカワウの被害状況について記載

 県内のカワウの（個体群管理）（被害対策）（生息地管理)
の方針

 関係者の役割分担、協議会の構成員等について記載。

生息地
管理

個体数
管理

被害

防除

カワウ被害対策の３本柱

ねぐらコロニーの管理方針

安定したコロニーと
その被害エリア

コロニーの分散と被害エリアの拡大

10~30km

私たちの知らない場所に
飛んで行って新しい巣を作り、
そこで増えるのは得策じゃない。

巣を攪乱すると・・・・？

ねぐらコロニーの管理方針

安定したコロニーは目の届くところ
に置いて小さくキープ

コロニーの分散と被害エリアの拡大

新しく拡大したものは撤去

新しいコロニーやねぐらの撤去 コロニーにおける
カワウの個体数管理法
 親鳥の捕獲

→メリット：個体数の減少に大きな効果あり

→デメリット：効果的に減るほどの捕獲が難しい。

事例）滋賀県㈱イーグレットオフィスによるシャープシューティング

 繁殖抑制（卵やヒナの管理）

→メリット：ドライアイスによる孵化抑制や散弾銃による雛捕獲
はだれでも行うことができる。

→デメリット：効果が出るまでに時間がかかる。
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コロニーにおける
カワウの個体数管理法
 親鳥の捕獲

→メリット：個体数の減少に大きな効果あり

→デメリット：効果的に減るほどの捕獲が難しい。

事例）滋賀県㈱イーグレットオフィスによるシャープシューティング

 繁殖抑制（卵やヒナの管理）

→メリット：ドライアイスによる孵化抑制や散弾銃による雛捕獲
はだれでも行うことができる。

→デメリット：効果が出るまでに時間がかかる。

繁殖抑制による個体数管理

卵の

孵化抑制

・雛が育つ間の漁業被害も
防ぐことができる。

・銃器が使えない場所でも
実施可能。

・産み足しに対応すると労働力

が必要。

・高いところはドローンが必要。

巣立ち

ヒナ捕獲

・猟友会ならだれでも可能

・被害の推定に必要な胃内
容物サンプルが集まる。

・繁殖による漁業被害の増大
は防げない。

・死体の処理が大変

メリット

デメリット

ケーススタディー新潟県の例

カワウの行動範囲
（10-30km）

被害地に近いねぐらやコロニーは
小さいものは撤去
大きな物は繁殖抑制で規模縮小

被害地から遠いねぐらやコロニー
は個体数を監視しつつ維持

県の管理計画には
どこにおいておくか、どこからなくすか
どこで管理するかの方針を書く

個体数を管理するためのコロニー
における個体群管理技術
分散を抑制しつつ、個体数の急増を防ぐには？
→コロニーの規模、成立年代、被害地からの距離などで対応
は異なる。

成立年代
 古くて安定した比較的大きなコロニーやねぐら

無計画に攪乱しない（攪乱する場合は最後まで）

繁殖で増えていたり漁業被害がひどい地域に近い

→繁殖抑制による個体群管理を実施。

 新しく分散した小さなコロニーやねぐら

→定着する前に撤去し、速やかにもとの場所に戻って頂く。

生息地
管理

個体数
管理

被害

防除

カワウ被害対策の３本柱 飼育カワウを用いた効果的な
忌避刺激選定実験
 各周波数の音、音質を変えた音

 ラジオ、バードチェイサー

 鳥獣害用ロケット花火

 人、案山子、動く案山子

心電図を計るECGロガー
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予測不能な人間の動きが最恐
・カワウのケージ裏を遮光ネットごしに歩く、

スズメバチに追われた学生が実験場内に飛び出す
→人による見回りが効果が高い理由。

スケアリーマン
ここまでやっても
１１日が限界です。

カワウを侮ることなかれ！
高い学習能力！

ゾーニングと追払いによる防除

 追い払いは放流後10日間に集中した日程で行う。

→効果が高いが、忌避効果の持続期間は短いため継続が必要

 カワウから絶対守りたい場所と食べられてもよい場所を決める。

→ある程度広域でゾーニングすると効果が高い。

 猟銃を使わなくても花火でも十分追い払い効果あり。

 カワウは猟友会のベストを認識？猟友会に擬態しよう！

→擬態させたカカシは、途中本物が追い払いを加えると、長く効く。

採餌場所への定着性強い

→カワウの嫌いな採餌環境作り！

採餌場所への定着性強い

→カワウの嫌いな採餌環境作り！

銃器、花火を持ったヒトによる追払いには慣れない！

天然遡上魚を増やすために

堰提下、ダムの放水口→カワウに集中的に捕食される。
遡上時は、テグスなどで防除してやる必要がある。

山口県椹野川に設置された「水辺の小わざ魚道（側面設置型）」
写真：浜野龍夫氏撮影

水中に魚の隠れ場所を設置

ポリプロピレンロープを
芯に通して、竹をつなぐ

流れの緩い場所
石をネットで
包んで重しにする

ア
ユ
逃
げ
場

カ
ワ
ウ
着
水
場
所

上
空
か
ら
の
カ

ワ
ウ
侵
入
を
防

ぐ
細
い
ロ
ー
プ

竹設置群は
非設置群より

解禁後たくさん
の鮎が釣れた！

川底に鉄筋で固定

２０－３０ｍ間隔

栃木水試研究成果より引用

カワウが来ると河川生態系は？

Let’s カワウ対策 坪井潤一著より引用

カワウは遊泳力の
低いコイ科魚類を
よく捕食している。
↓
ウグイやオイカワは
放流されない。
１年中食われる。
アユは毎年放流される。
↓
全体の資源量が減り、
アユの構成比が増加した
川ではアユが沢山食べられる。

管理計画の見直しのために！
 現在の対策がうまくいっているか必ず検証し、協議会で毎
年、情報共有を！

→カワウは予想外のこともする。毎年の見直しが大切。

 うまくいっているかを確かめる指標

→被害指標の減少（胃内容物の魚種の重量％、河川の飛
来数）

これを計らないと対策をする意味がない！
→対象魚種の漁獲量や釣果

（ちゃんとアユが釣れていれば、問題ない。）

アユの不漁は、カワウが原因じゃない場合も
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カワウの管理計画とは？

 カワウ対策の３つの柱（ ）、（ ）、
（ ）についての方針を記す。

 特に（ ）を記し、
最終的なカワウ管理のゴールを示す。

 各対策がうまくいっているかどうかの指標

⇒（ ）、（ ）を計測し、

現在の対策の効果についても検証できるようにする。

個体群管理 被害防除
生息地管理

ねぐら・コロニーの管理方針

飛来数 胃内容物の重量比

管理計画が絵にかいた
モチにならないために！
計画は実現してこそ。

県のカワウ協議会メンバー
カワウ協議会（県）・カワウ管理計画

県内漁連

水系① 水系②

漁
協
A

漁
協
B

漁
協
C

漁
協
D

漁
協
E

漁
協
F

A村 B市 C町

農林水産部
水産課
内水面担当

水産試験場

自
然
保
護
課

農
水

特
措
担
当

野鳥の会 猟友会
有識者・専門家

水系会議
合意形成会議

行政異動＆部局間問題

 必ず行政担当者には異動が存在する。

→3年に一度、担当者が育っても、心が通じ合っても必ずリセット。

 担当者は忙しい→キーワードは役割分担。

 部局間問題→公務分署に従って仕事は行われる。

→できる行政マン：うまくぎりぎりのラインを狙って、関係者で調整。

→ダメな行政マン：分署を言い訳に自分の仕事ではないと線を引
く

3年に1度リセット問題の解決

 県にいる水産の技官は、水産試験場、地方事務所、県の
水産課を回遊している。
→県内にカワウに理解のある水産技官を育てる必要がある。

→県の上司にかけあって、頑張って環境省上級者研修にでる。

 カワウ協議会（年1度県庁で開催）で、毎年必ずカワウの基
礎的な知識を得る勉強会をやる。

 引継ぎには、一切、期待しない。

新担当者になったら、一から育てる体制を協議会内に作っておく。

→県の上司にかけあって、頑張って環境省上級者研修にでる。

県の会議で決めておくこと
 カワウ管理計画の策定

 県全体を俯瞰して、カワウ個体群管理の方向性を決める。

第2種管理計画（鳥獣保護及び管理法に基づく）

任意計画（特にルールはない）

大事なこと

県内のカワウ管理のユニットとなる水系を定義

水系ごとの管理の方向性をきめる。

各担当部局の役割分担を明確にしておく

有識者をうまく使おう！
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県の協議会での確認事項
 行政担当者は異動がある。

→毎年新任者には、協議会の前にカワウの基礎知識を持っても
らう勉強会をしておく。

 カワウのねぐら・コロニーのモニタリング情報

 カワウの被害のある河川への飛来情報の共有

→地図化！

課題や情報の共有

 個体数管理の上での課題は何か？

 全内漁連の事業や制度の変更、新しい技術などの情報共有。

 有事の時の連絡体制の確認

水系別会議
 県水産関係担当者、内水面試験場研究員

 水系の漁協

 流域の市町村、野鳥の会、猟友会

 河川管理部局、国交省の河川事務所、ダム管理者

 流域のカワウの分布状況は？被害の状況は？

→地図を示して、鵜的WSを実践！

→どのねぐら・コロニーで個体数管理をする？

→どんな被害対策・生息地管理を行う？

→どの予算で、いつ、だれが、何をするか具体的に決定

各部局の自分ごとにする仕掛け

 計画の大切さ

→県全体の方向は決めておく。各部局の役割分担を明確に

 講演を聞いて、情報共有して帰るだけのちゃんちゃん会議
にしない。

→講演を聞いた後、鵜的WSで被害のある漁協と行政担当
者をまぜて話し合いをさせる。

 本当に解決したいのか？漁協の熱意は大事。

→漁協がWSで被害の現状を訴える。

カワウ管理計画を運用する水系会
議の重要性

 カワウ管理計画を運用ためには（ ）や
（ ）の実施が欠かせない。

 水系会議においては、（ ）など関係者が科学
的なデータをもとに（ ）を行うことが望ましい。

 行政担当者は、3年で異動することが多いため、合意形

成会議の前に（ ）を行い、カワウ管理の共通
ゴールを明確にする。

 カワウ管理には様々な行政の部局、ステークホルダーが
関与するため、それぞれの（ ）を決めておくこ
とが大切である。

カワウ協議会

水系会議

鵜的WS
合意形成

カワウ勉強会

役割分担

本日がカワウ管理の第1日目です！

 あなたの都道府県の鵜的フェーズは？

⇒（ ）

 あなたの府県にカワウの管理計画はありますか？

⇒Yes   or  No

 これまでにカワウ協議会を開催したことはありますか？

⇒ある or ない

やることが決まったら、関係者で話し合ってみましょう！

まずは、話し合ってみること、これが課題解決の第1歩です。


